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住所 愛知県豊川市一宮町大池116番地
安在植 昭和47年８月19日生
住所 名古屋市北区大曽根１丁目29番39号
Ô政美 昭和33年５月28日生
Ô眞美 昭和37年８月３日生
住所 横浜市都筑区牛久保町1893番地６
金深Î 昭和42年９月27日生
貴史 平成14年５月11日生

住所 川崎市宮前区馬絹1462番地
金Î江 昭和45年11月23日生
住所 横浜市中区山手町107番地６
金東淳 昭和52年１月５日生
住所 東京都国立市谷保4258番地１
朴明淑 昭和39年５月２日生
金李H 昭和63年６月13日生
金里加 平成元年12月20日生
金梨子 平成７年６月15日生
住所 東京都品川区二葉２丁目24番１号
智枝 昭和45年２月１日生

住所 奈良県桜井市大字浅古288番地４
崔甲L 昭和33年12月７日生
朴トモ子 昭和38年３月13日生
崔光美 昭和58年２月26日生
住所 岐阜市芥見清水219番地
崔Pº 昭和62年１月13日生
住所 京都市右京区太秦安井北御所町５番地55

金宗樹 昭和40年12月16日生
住所 京都市山科区御陵岡ノ西町38番地44

韓惠美 昭和51年４月16日生
住所 京都市右京区西院坤町32番地
南元Q 昭和44年10月15日生
住所 京都市山科区小山姫子町28番地19

徐健治 昭和48年９月２日生
住所 京都市北区紫野門前町44番地７
曹廣國 昭和43年６月18日生

〇 外 務 省 告 示 第 六 十 四 号

平 成 二 十 二 年 二 月 四 日 に ニ ア メ で 、 食 糧 援 助 に

関 す る 次 の 概 要 の 書 簡 の 交 換 が ニ ジ ェ ー ル 共 和 国

政 府 と の 間 に 行 わ れ た 。

１ 援 助 の 目 的 及 び 内 容 千 九 百 九 十 九 年 の 食 糧

援 助 規 約 に 関 連 し て 行 わ れ る 食 糧 援 助 の た め の

生 産 物 及 び 役 務 の 購 入

２ 贈 与 額 五 億 七 千 万 円

３ 贈 与 の 供 与 期 限 平 成 二 十 三 年 二 月 二 十 八 日

ま で

４ 署 名 者

日 本 側 岡 村 善 文 在 ニ ジ ェ ー ル 大 使

ニ ジ ェ ー ル 側 ア イ シ ャ ト ゥ ・ ミ ン ダ ウ ド ゥ 外

務 ・ 協 力 大 臣

平 成 二 十 二 年 二 月 十 七 日
外 務 大 臣 岡 田 克 也

〇 外 務 省 告 示 第 六 十 五 号

平 成 二 十 二 年 二 月 四 日 に ハ ボ ロ ネ で 、 太 陽 光 を

活 用 し た ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 導 入 計 画 の た め の 贈

与 に 関 す る 次 の 概 要 の 書 簡 の 交 換 が ボ ツ ワ ナ 共 和

国 政 府 と の 間 に 行 わ れ た 。

１ 援 助 の 目 的 及 び 内 容 太 陽 光 を 活 用 し た ク

リ ー ン エ ネ ル ギ ー 導 入 計 画 を 実 施 す る た め に 必

要 な 生 産 物 及 び 役 務 の 購 入

２ 贈 与 額 十 一 億 千 万 円

３ 贈 与 の 供 与 期 限 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日

ま で

４ 署 名 者

日 本 側 松 山 良 一 在 ボ ツ ワ ナ 大 使

ボ ツ ワ ナ 側 ケ ネ ス ・ マ タ ン ボ 財 務 ・ 開 発 計 画

大 臣

平 成 二 十 二 年 二 月 十 七 日
外 務 大 臣 岡 田 克 也

〇 外 務 省 告 示 第 六 十 六 号

平 成 二 十 二 年 二 月 四 日 に ド ゥ シ ャ ン ベ で 、 太 陽

光 を 活 用 し た ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 導 入 計 画 の た め

の 贈 与 に 関 す る 次 の 概 要 の 書 簡 の 交 換 が タ ジ キ ス

タ ン 共 和 国 政 府 と の 間 に 行 わ れ た 。

１ 援 助 の 目 的 及 び 内 容 太 陽 光 を 活 用 し た ク

リ ー ン エ ネ ル ギ ー 導 入 計 画 を 実 施 す る た め に 必

要 な 生 産 物 及 び 役 務 の 購 入

２ 贈 与 額 四 億 五 千 万 円

３ 贈 与 の 供 与 期 限 平 成 二 十 二 年 八 月 三 十 一 日

ま で

４ 署 名 者

日 本 側 中 山 喜 弘 在 タ ジ キ ス タ ン 臨 時

代 理 大 使

タ ジ キ ス タ ン 側 ハ ム ラ ー ハ ン ・ ザ リ フ ィ 外 務

大 臣

平 成 二 十 二 年 二 月 十 七 日
外 務 大 臣 岡 田 克 也

〇 厚 生 労 働 省 告 示 第 四 十 八 号

水 質 基 準 に 関 す る 省 令 （ 平 成 十 五 年 厚 生 労 働 省 令 第 百 一 号 ） の 規 定 に 基 づ き 、 水 質 基 準 に 関 す る 省

令 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 方 法 （ 平 成 十 五 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 二 百 六 十 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 し 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

平 成 二 十 二 年 二 月 十 七 日 厚 生 労 働 大 臣 長 妻 昭

第 三 号 中 「 、 別 表 第 四 」 を 削 る 。

別 表 第 ４ 中 「、カドミウム 」 を 削 り 、 同 表 １ ^ 中 「表１により 」 を 「表１に 」 に 改 め 、 同 表 ４ ] の

表 ３ カ ド ミ ウ ム の 項 を 削 る 。

別 表 第 ５ の ４ ] の 表 ２ カ ド ミ ウ ム の 項 中 「0•0005 」 を 「0•0003 」 に 改 め る 。

別 表 第 1
2 の １ ] 及 び ^ を 次 の よ う に 改 め る 。

] リン酸緩衝液（１mol／Ｌ）

リン酸二水素ナトリウム（２水塩）15•6Oを精製水に溶かし、リン酸6•8Yを加え、更に精製水

を加えて100Yとしたもの

^ リン酸緩衝液（0•01mol／Ｌ）

リン酸緩衝液（１mol／Ｌ）10Yに精製水を加えて１Ｌとしたもの

別 表 第 1
2 の １ _ を 削 り 、 同 ` を 同 _ と し 、 同 a 中 「リン酸緩衝液 」 を 「リン酸緩衝液（塩素化液用 ） 」

に 改 め 、 同 a を 同 ` と し 、 同 b 中 「リン酸緩衝液 」 を 「リン酸緩衝液（塩素化液用 ） 」 に 改 め 、 同 b を

同 a と し 、 同 c を 同 b と し 、 同 d 中 「 （有効塩素５～６％ ） 」 を 削 り 、 同 d を 同 c と し 、 同 c の 次 に 次 の

よ う に 加 え る 。

d クロラミンＴ溶液（1•25ｗ／ｖ％）

クロラミンＴ〔ｐ`トルエンスルホンクロロアミドナトリウム（３水塩）〕1•25Oを精製水に溶

かして100Yとしたもの

この溶液は、使用の都度調製する。

別 表 第 1
2 の １ Ĥ を 次 の よ う に 改 め る 。

Ĥ シアン化物イオン標準液

シアン化物イオンとして10„に相当するシアン化物イオン標準原液に精製水を加えて１Ｌとし

た溶液20Yにリン酸緩衝液（１mol／Ｌ）10Yを加え、更に精製水を加えて１Ｌとしたもの

なお、この溶液は冷却が必要であり、試薬調製時に液温が上がらないように注意する。

この溶液１Yは、シアン化物イオン0•0002„を含む。

この溶液は、使用の都度調製する。

住所 千葉県船橋市習志野台１丁目22番17`203

号
朴¥鍾 昭和51年９月23日生
住所 岡山市北区中島田町１丁目10番３号
金 昭和18年６月２日生
崔¥子 昭和24年８月１日生
金眞澄 昭和51年12月20日生
金彰子 昭和53年６月12日生
住所 千葉県市原市北国分寺台４丁目11番地９
辛美光 昭和43年11月19日生
住所 広島市安佐北区白木町大字三田522番地１
金信© 昭和24年７月20日生
Ô任順 昭和25年12月５日生
住所 神戸市須磨区大池町５丁目14番３`806号
金永∏ 昭和49年10月30日生
住所 兵庫県西宮市上大市４丁目16番１`704号
金正治 昭和46年８月20日生

住所 広島市安佐北区口田南４丁目21番14`７号
金昌章 昭和38年４月４日生
牟美保 昭和38年11月３日生
金童 平成９年１月５日生
金未来 平成13年11月27日生
住所 愛知県瀬戸市東長根町167番地
¥樹 昭和36年11月３日生
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